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妊娠・出産・中絶の価値観について

鈴木　美結 
（上松　幸一ゼミ）

問題と目的

　今日まで妊娠・出産に関する状況は時代ととも
に変化してきた。最近では、透明なゆりかご（沖
田×華、2015）、セブンティウイザン（タイム涼
介、2016）などの妊娠出産に関する作品がテレビド
ラマ化され、また妊娠から出産までのドキュメンタ
リーも放送されている。書籍では、コウノトリ（鈴
ノユウ、2012）、朝起きたら妻になって妊娠してい
た俺のレポート（車谷、2020）、たまごクラブ（柏
原、2020 年）・ひよこクラブ（小山田、2020 年）な
どがある。特にたまごクラブ・ひよこクラブで
は、妊娠・出産に必要な情報とは別に「パパになる
ための準備本」を別冊で付属するなど、夫婦二人で
妊娠・出産・育児について学べる仕様になってい
る。また、妊娠から出産までの過程や妊娠の周期に
よって胎児の大きさがわかる実物大の写真も付録と
して付いており、男性としても妊娠中についてイ
メージがしやすくなっている。そのような中、未成

年者の妊娠や出産・中絶が社会問題になっている。
　未成年者の妊娠・出産について厚生労働省（2017）
のデータをみると、全国で 94 万 6065 人が出産を
しており、そのうち未成年者の出産は 9898 人だっ
た。内訳をみると 14 歳未満が 37 人で 15 歳から
19 歳が 9861 人出産していた（表 1）。一方で厚生
労働省（2017）の人工妊娠中絶件数及び実施率を
みてみると、16 万 4621 件の妊娠人工中絶があり、
未成年者の人工妊娠中絶を実施件数（表 2）は、
1 万 128 件だった。年齢の内訳は、15 歳未満が
218 件、15 歳が 518 件、16 歳が 1421 件、17 歳が
2335 件、18 歳が 3523 件、19 歳が 6113 件に上った。
　未成年者の中絶は、わが国においては親の同意
がなければ行えない。このことからも、わが国で
の未成年者の中絶は、“親の監護下にいる児童の問
題”として位置づけられる。しかしアメリカでは、
1990 年にアメリカ心理学会が青少年は大人と同じ
ように成熟しているとし、親の関与なしに中絶を
求める青少年の権利を主張している（steinberg ら、

表 1　母の年齢（５歳階級）・出生順位別にみた出生数
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2009）。他にも、アメリカの 13 の州で制定された
中絶法では、「中絶は、母親の命を守るだけでな
く、母親の心身を守り、強姦や近親相姦によって
妊娠した子孫の誕生を回避するため」としている

（Herruet & Ruth、1972）。また、中絶手術後に避
妊具やピルを配布・処方をしており、中絶前後の
カウンセリングは特に力を入れている（山本・大
河内ら、2002）。これらのことから、アメリカでは
未成年であっても中絶を自身の問題として位置付
けるという意識の高まりがある。その点、日本の
未成年妊娠者の中絶に対する意識は、まだ成熟し
ていないと思われる。
　また最近では、新型コロナウイルス拡大による
緊急事態宣言により、2020 年 2 月下旬から 5 月
下旬まで政府から国民に対して自宅待機が要請さ
れた。緊急事態宣言下の 2 月下旬から 5 月下旬ま
での 3 ヶ月で中高生による妊娠の相談が急増し
た。朝日新聞デジタルの記事（2020）によると、
親が育てられない子どもを匿名で預かる「こうの
とりのゆりかご（赤ちゃんポスト）」を運営する
慈恵病院の妊娠相談窓口に対し、今年 4 月までの
相談件数は、592 件にのぼった。
　内訳をみると相談件数の 592 件のうち中高生と
判明したのは 75 件で、全体の約 13% であった。
相談内容として「妊娠検査薬で陽性反応が出た」

「彼女の生理が遅れている」といった内容のほか、
中絶手術についての問い合わせもあった。また、
青少年を対象に性に関する正しい知識の普及に取
り組む NPO 法人「ピルコン」では、東京におけ
る 3 月～ 4 月の 10 代からの相談件数が休校前の
月の 2.7 倍となった。また熊本市の慈恵病院では、
中高生からの相談件数が 4 月において過去最多と
なっている（朝日新聞デジタル、2020）。このよ
うな相談の件数が増えた原因として、休校期間に
交際相手と過ごす時間が増えたことが一因とみら
れている。また、相談内容から正しい避妊の仕方、
妊娠の仕組みを理解していないことが示唆されて
いる。そのような中、相談者の中で正しい避妊行
動をしていた者は 10 代で 34%（NPO 法人ピッコ
ラーレ、土屋麻由美、2020）であった。増田・今
村（2005）は、「現代の若者は、性に関して氾濫
する情報のなかでの生活や、性商品化の中にどっ
ぷり浸かっており、正しい性の知識やモラルの欠
如、人間関係や絆の希薄さからくる心の貧困さに
起因する」と指摘している。この問題の他にも、
最近の若者の間で人気のある番組で、現役高校生
が出演する恋愛リアリティ番組「今日好きになり
ました。」（ABEMA）に出演していたカップルが
話題となった。番組内で『中高生の憧れのカップ
ル』として注目されている“しゅんまや”こと前

表 2　人工妊娠中絶件数及び実施率の年次推移
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田俊と重川茉弥が、今年 4 月に妊娠と婚約の報告
をしたことで世間で大きな話題となった。当時
18 歳と 16 歳だった“しゅんまや”の二人の言動
により、中高生が同調した行動をとるのではない
かという懸念の声があがっているが、一方で若く
して子育てすることのリアルさを伝えられるので
はないかという期待の声もあり、賛否が分かれて
いる状況と言える（エンタ MEGA、2020）。
　現代の日本の性教育について文部科学省（1999）
は、「学校における性教育の考え方・進め方」を
発行しているが、近年価値観の多様化に伴い、学
校でも多様な性教育を展開するようになってき
た。しかし一部の性教育に関して保護者からは、

「過激な性教育」と称され問題視されていること
もある（石川・森脇、2011）。またフランスでは、
満 3 歳から性に関する教育が始まり、幼児や児童
が性犯罪から自衛するための方法、そして生殖に
関する知識や性同意の重要性や権利などが幅広く
行われている（高崎、2019）。またアメリカの性
教育には、青少年の望まない妊娠や、性感染症の
予防の考え方を反映した、節制教育と包括教育の
二つの考え方がある（石川・森脇、2011）。
　日本の小学校において、性教育は、性に関する
基本的な考えを醸成する教育として位置づけられ
ている。中学校では、性感染症の予防として避妊
具の使用が有効であることが触れられているが、避
妊具の正しい使用方法などは指導外になっている。
高校においては、集団教育の中で総論を学び、具
体的な指導は必要時に個別に対応することとなっ
ている。しかしながら、実際のところ個別に性教
育が行われているかは非常に不透明な状況である。
　このような教育に対し、斎藤（2018）は「性行
動を開始する高校生に対して、避妊や性感染症な
ど、具体的な性行動がもたらす問題について講演
することが必須である。」と指摘している。また
菊池（2011）は、「性に関する基本的な情報を伝
えることができる機会は高校までであり、社会に
出れば正しい情報を得る機会が少なくなる。」と
指摘している。そして、「性に関してタブー視す
ることで汚らわしいもの、恥ずべきこととして捉
えられ、心身の健康のために知っておかなければ
いけないことも理解できず、曖昧なままで性行為
に至ったり、また誤った情報に振り回されること

につながる。」とも指摘している。安達（2019）は、
「日本の学校での性教育と現場の状況の間には大
きなズレがあり、自身が責任ある選択と実行がで
きるように、行政と学校現場が一体となって推進
し、有効な性教育を実践していくことが課題だ」
と述べている。
　以上のことからも、今日の我が国における性教
育や妊娠・出産に関する認識は、社会情勢に影響
を受けている。また今日の学校における男女別の
性教育の状況を考えると男性と女性とでは、妊娠・
出産の性に関する意識的価値観に違いがあること
が推測される。そこで本研究では、男性と女性と
の間に妊娠・出産などの性に関する価値観にどの
ような違いがあるのか調査することを目的とする。

方　法

調査対象者：17 歳から 27 歳までの高校生・大学
生、および成人の計 13 名（男性：8 名、女性 5 名、
平均年齢：21.0 歳、SD3.15）が本実験に参加した。

調査方法：高校生・大学生、および成人を対象に、
30 分程度の時間で個別にインタビューを行い、
用意された質問に対して個人が思うことを自由回
答してもらった。

分析方法：調査の際のインタビュー内容は録音
し、逐語録に起こした。またデータは匿名化処理
を行った後、User Local 社の A I テキストマイ
ニングを用いて内容分析を行い、分析結果をもと
に男性と女性の間に意識的価値観の違いがあるか
を検討した。

倫理的配慮：調査を行う前に調査対象者に、①イ
ンタビュー内容は録音され、本研究にのみ活用さ
れること、②調査対象者の匿名性が担保されるこ
と、③本研究の目的は、卒業論文の作成であるこ
と、④場合によっては執筆された卒業論文をもと
に大学紀要や学会論文として加筆修正され、公表
される可能性があることについて説明し、最終的
な同意が得られたことを確認した上で調査を行っ
た。同意は書面で確認された。
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結　果

1．未成年者の妊娠・出産の意識について
　　（男性の場合）
1）ワードクラウド、単語頻出頻度
　「未成年者の妊娠・出産」について男性と女性
の違いについて検討した。その際に単語の頻出頻
度は、スコア 1.0 以上のものを重要なキーワード
として取り上げた。また、二次元マップでは、男
女の違いについて検討するため表 3 にまとめた。
男性の場合、名詞では、「不安の種」、「未成年者」、

「妊娠」、「若年」、「危機管理」の 5 つの単語が挙
げられた。特徴として「不安の種」のスコアが顕
著で、「不安の種」の周辺の単語では、「リスク」「倫
理」「収入」「未成年者」「若年」「危機管理」「責任」
といった、妊娠が発覚したときの状況に関するこ
とに言及したものが多かった（図 1、2）。

2）二次元マップ
　「未成年者の妊娠・出産についてどう思うか」
について被験者の反応を図 3 に示す。まず、中
央上部の塊であるが、高校生、未成年が妊娠す
ることに関しての社会的認識（増加傾向にあるよ
うに感じている）と出産した後に育てるときの負
担が大きいことがわかる。これを精神的因子と
命名した。第二に左側の塊であるが、学生の周
りを見ると「自信」「意思」「欲」「取れる（責任
を）」「貴重」の単語があり、学生として貴重な
学生生活を過ごしたい意思と自身の欲を満たし
たい、もしくは好奇心を満たしたい意思と葛藤

していることが理解することができる。これを
自己実現因子と命名した。第三として右側の偏
りは、妊娠するまでの行動に対しての「危機管
理」に関することで、妊娠から出産後もかかる費
用や身体的心理的負担や経済（収入）をどこまで
考えているかがわかる。これを行動因子と命名し
た。第四は中央下部の偏りである。これは、行為
を行ったあとにもし妊娠したことがわかったと
きに自分の環境の変化に影響しそうな単語がま
とまっている。もし妊娠してしまって出産する
のであれば高校生活を代償として子育てを行わ
なければならず、未成年で産んだことによる世
間から好奇の目（偏見）で見られる可能性があ
る。これらの環境に対する不安であることがわ
かることからこれを環境因子と命名した（表 3）。

2．未成年者の妊娠・出産の意識について
　　（女性の場合）
　1）ワードクラウド、単語頻出頻度
　女性の場合、名詞では、「軽はずみ」、「世間体」、

「性行為」の三つのスコアが高かった。中でも「軽
はずみ」の単語のスコアは 2.44 と他の単語のス
コアより顕著に高かった。
　また上記の三つの単語の周辺を見てみると「責
任」、「自己責任」、「経済的」、「責任感」、「向き合
う」といった単語が付随している（図 4、5）。

2）二次元マップ
　男性と同じように「未成年者の妊娠・出産につ
いてどう思うか」について被験者の反応を図 6 で

表 3　二次元マップからみた妊娠・出産について
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図 3　二次元マップ（男）

図 1　妊娠・出産について（男）

図 2　単語頻出頻度（男）
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見ると、下記のような結果になった。まず、中央
上部の塊であるが「軽はずみ」、「責任」、「左右」
などの単語がまとまっており、妊娠することもし
くは妊娠する前の行為（＝性行為）に対して否定
的な言葉が見受けられる。また「親」という単語
があることについて、家庭環境によっては妊娠・
出産に対しての認識に影響を与えている可能性が
あることがわかる。これを行動因子と名付けた。
第二に右側の塊は、「経済」や「状況」、「慎重」
の単語がある。「妊娠」という出来事に対してす
ぐに「産む」「産まない」を決めにくく、自分個
人だけの問題ではないこともあり、より物事を慎
重に判断する傾向にある。これを環境因子と名付
けた。第三に右下の塊は、妊娠することに対して
否定的であり、生命因子と環境因子の間に点在し
ていることから自分が置かれている環境や自身の
行動によって責任や覚悟が伴ってくることを認識
し、自覚していることが読み取れる。これを印象
因子と名付けた。第四に左下の塊についてである。

「命」や「軽い」といった単語があり、妊娠につ
いて言及している因子である。未成年者が命を授
かることに対して軽く考えていると捉えている印
象がある。これを生命因子と名付けた。最後に第
五の右上の塊についてである。性行為について言
及しており、「責任感」と「追いつく」の単語が
離れている。性行為について責任を持って行為を
行うという認識が低く、妊娠が発覚したときに自
覚するまたは、妊娠特有の症状が現れたときなど
ゆっくりと自覚していく。そのため自分の気持ち
と自身の現状が一致するまで時間がかかることが
読み取れる。これを性的因子と名付けた（表 3）。

3．中絶について（男性の場合）
1）ワードクラウド
　一番反応数が高いのは「中絶」であり、これは、
質問で「中絶をすることに対してどう思うか」に
ついての趣旨に対するものなのでスコア必然的に
高くなる。そのため、この結果では、中絶のスコ
アについての言及は除外する。中絶の次に「粗末」

「命」といった単語があった。中絶することに対
して命を軽んじている認識をしている傾向が高
く、中絶に対して否定的であるに事がわかる。上
記の 2 つの単語の周りを見ると「エゴ」や「放棄」

「思い込み」といった単語がある（図 7）。

2）共起因子
　共起因子をみると一番大きなグループでは、「大
人」「優先」「勝手」「判断」「子供」「エゴ」「思い込み」
の七つの単語が集まった因子で、“当事者に対す
る嫌悪感”に関するカテゴリーと考えられる。
　他にも「命⇄粗末」、「子供⇄殺す」のグループ
は、“命の軽視”に関するカテゴリーと考えられる。
線画の太さを見ると、「勝手」の単語が一番多く太
線で結ばれている。また、「価値観」の単語があ
るグループでは、「男女」や「考え」といった単
語があることから、“男女の価値観の差”に関す
るカテゴリーと考えることができるだろう（図 8）。

4．中絶について（女性の場合）
1）ワードクラフト・単語頻出頻度
　女性の場合も男性と同様質問で「中絶をするこ
とに対してどう思うか」についての趣旨に対する
ものなのでスコア必然的に高くなっている。次に
高いのは、「精神的負担」と「性犯罪」である。
この単語の近くを見ると「レイプ」「粗末」「責める」
があり、中絶の他に性犯罪に関する反応も見られ
た。また、「産む」が 1.42 とスコアが高く、「中絶」
と「出産」と相反する言葉が高い（図 9、10）。

2）共起因子
　「家庭」の単語があるグループでは、経済や困
難などの単語もあることから中絶する理由として
経済的に不安があって育てられない、もしくは育
てられる環境にないことなど、何かしら不安要素
があることがわかる。中絶を選択するのも一つの
方法と認識してされており、“中絶の肯定的側面”
に関するカテゴリーと考えられる。また、似たグ
ループで「性犯罪」の単語があるグループでは、中
絶を選択する理由としてレイプにあったなど性犯
罪に巻き込まれた場合が考えられる。そのため妊
娠した女性に対して責任を持つということは酷で
あり、そういったことを加味すると中絶を選択す
ることを、ただ否定的に捉えているわけではない。
よってこのグループは“性被害への対応”に関す
るカテゴリーとして扱うことができる（図 11）。
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図 4　妊娠・出産について（女）

図 5　単語頻出頻度（女）

図 6　二次元マップ（女）
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図 7　中絶について（男）図 7　中絶について（男） 図 8　共起因子（男）

図 10　単語頻出頻度（女）

図 9　中絶について（女）
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考　察

　本研究では、男性と女性との間に妊娠・出産な
どの性に関する価値観にどのような違いがあるの
か検討した。

1・未成年の妊娠・出産について
　まず、「未成年者の妊娠・出産についてどう思
うか」の質問に対して男性は、妊娠が発覚したあ
との世間の見方や今後の将来、お金に対する言及
が中心となっている。「不安の種」や「危機管理」
という言葉からも理解できるように、未成年・若
年の妊娠を「リスク」ととらえ、適切に管理すべ
きこととして理解する傾向が高いこと示唆してい
ると言えるだろう。また当事者意識というよりは、
社会の目に晒された時の不安や将来への不安や戸
惑いが隠れていることが想像される（図 1、2）。
　一方で女性の場合は、「性行為」そのものに対
する否定的な意見が多く見られた。これは、自身
の周りで妊娠した人や、きょうだいの面倒を見る
機会が多いなど、周囲の妊娠や出産、育児などを
身近に経験したことがあることが考えることがで
きる。そのため妊娠や出産した後の女性の体、そ
して精神的な負担を目にし、将来の自分のことと
して意識する傾向が高いと考えられる。また、図
4、5 で見られるように、「軽はずみ」、「世間体」、

「性行為」の三つのスコアが高かった。中でも「軽
はずみ」の単語のスコアは 2.44 と他の単語のス

コアより顕著に高く、女性の場合、未成年が妊娠・
出産することが、「安易に性的関係を持つことが、
軽率な行動である」という認識をされている可能
性が示唆される。そして、上記の三つの単語の周
辺に「責任」、「自己責任」、「経済的」、「責任感」、「向
き合う」の 5 つの単語が近くに付随していたこと
からも、金銭面の他に、妊娠して子供が安全に産
まれるまでの間、切迫流産などのように、可能性
として起こりうる問題があることがわかる。その
ためその問題に直面しなければならないことへの
覚悟の必要性と責任の大きさを自覚しているのか
もしれない。
　以上のことからも、男性は妊娠が発覚した後の
世間の見方や今後の将来、お金といった社会的側
面に言及する傾向があるのに対して、女子は、「行
為」そのものにする否定的感情を示す傾向が高い
ことがわかった。女性は、同性と女性特有の問題
について話す機会も多く、話の中から自分が持っ
ている情報と相手が持っている情報を交換・共有
していることがわかる。話す機会が多ければ「性」
について考える機会も多く、より深く理解するこ
とで、男性よりも「性」を、将来的に対峙しなけ
ればならない問題として見ていると考えられる。
　しかしながら男女共に共通することとして、性
行為そのものや、妊娠した後のことに言及した
単語は多く、図 1、および図 4 を見ると、「及ぶ」
の近くでは「若年」「妊娠」「軽はずみ」「不安の
種」などの単語が見られ、その配置も中心の近く
になっている。このことから未成年者が性行為を
行うことは、軽率な行動であること感じているこ
とが理解できる。また、「軽はずみな行動」とし
ての認識に至るには、「性行為」に関する知識や
情報が不十分であり、熟慮した上での性行為であ
るべきという感覚を持っているのかもしれない。
性行為の後に、性感染症や望まない妊娠につなが
る可能性もあるため、自身や子どもに大きな負担
になることを意識しやすくなると考えられる。

2・中絶に関して
　中絶に関して、男性はその行為が“一種の殺人”
といったイメージを想起しやすく、また「中絶は
親としての責任の放棄である」という認識を持っ
ている可能性があると考えられた。「粗末」「命」

図 11　共起因子（女）
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の二つの単語の周囲に「エゴ」や「放棄」、「思い
込み」といった単語があることからも、中絶は
大人の都合であるということが強調されている

（図 7）。一方で女性は、図 9、10 をみると、「産む」
が 1.42 とスコアが高く、「中絶」と「出産」とい
う、相反する言葉が意識化されやすい。このこと
からは、胎児の命を絶つということの前に、新し
い命が宿っているということへの意識の強さが見
て取れる。これは子どもをその身に宿すのが女性
であるということによる認識の違いなのかもしれ
ない。また、女性との認識の差が出てしまうこと
について男性は、「関係者としての経験」はでき
るものの、「出産の当事者体験」自体が機能上不
可能なこともあり、これらの問題について、実感
がわきづらいのかもしれない。女性から見れば切
実な問題であっても、男性にとってはどこか軽く
捉えてしまう可能性がある。
　「中絶」の周辺を見ると「粗末」「殺人」「負担」

「責める」と、中絶そのものに対しては否定的だが、
一方で女性に特有なこととして、図 9、10 からも、
妊娠に至った経過として、レイプや親や兄弟から
の性的虐待など性犯罪被害の可能性についても言
及している。
　そのため、中絶に関して必ずしも否定的という
わけではない。また、中絶を選択した場合、中絶
手術を行った後にかかる精神的・身体的負担など
について意識されていることも読み取れる。これ
らの指摘は昨今、家庭での性的虐待や教員による
生徒への暴力などが社会問題となっており、メ
ディアで頻繁に取り上げられている影響もあるか
もしれない。よって性犯罪に関する情報に触れる
機会も多く、自分の身近な問題として捉えやすい
のではないかと考えられた。

3・まとめ
　本研究では、17 歳から 27 歳までの高校生から
大学生および成人までの男女に対して、未成年の
妊娠・出産・中絶についての認識について調査を
行った。未成年における妊娠・出産・中絶につい
てのイメージは、命を粗末にすること、および新
たな命を奪ってしまうことへの責任の乏しさ、そ
して精神的な負担に関することが中心であり、否
定的な意見が多いと考えられた。妊娠が発覚した

ときや出産・中絶を選択した時の経済的負担、周
囲からのプレッシャーや身体的負担や心理的負担
のリスクの他にも、未成年の妊娠は、世間からの
否定的な評価を受けるのではないかといった考え
を持っている。まさに社会的葛藤が強い問題であ
るということが理解できた。しかしながら、犯罪
などに巻き込まれた結果としての妊娠・出産の場
合に関してはそれほど強い否定感情はなく、むし
ろ、被害を受けたこと、またその後の中絶や出産
などに対する精神的・身体的負担への配慮などが
見て取れた。この感覚は特に女性に強く見られる
ものであった。この点に関しては、男女による意
識の違いが明確化したと言えるだろう。
　また一方で未成年者が望まない妊娠をしないた
めには、正しい「性」の知識を身につけることも
重要と考えられた。正しい知識を得るためには、
ネットや本などから収集できる情報も必要であ
る。だが、学校において、現在の性教育より深い
内容の「性」を扱った教育を行うことや、パート
ナーや親、友達との会話の中から意見交換し、自
分なりの考えを醸造することも重要と思われた。
　しかし、「性」に対してオープンに語られよう
とする際に、「性」ついて興味、関心を持つこと
が、「恥ずかしいこと」として捉えられ、周囲か
らも揶揄される時もあるかもしれない。ただ、正
しい知識を獲得することで、エイズや H I V な
どの性感染症の予防や、性犯罪の危険意識を持つ
ことができ、自分の身を守るための武器になる。
そのためにも、まずは小さなことからでも周囲と、

「性」について語る機会を持つことが必要と考え
られる。
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